
パブリックコメントに対する県の考え方 

 
№ 項目 ご意見の要旨 ご意見に対する県の考え方 

1 全体 エビデンスベースド（科学的
根拠に基づいた）な理論の整理
と政策展開を行ってもらいた
い。例えば、読書と学力の相関
データを示すことや読書習慣に
有効な海外の事例など。そこ
で、エビデンスに基づく施策は
どの施策や理論に基づいている
か教えてほしい。 

本計画は、国が策定した第四次
「子供の読書活動の推進に関する基
本的な計画」を基本とし、本県にお
ける子どもの読書活動の推進の状況
等を踏まえ策定するものです。 

本計画の策定に当たっては、「第３
次島根県子ども読書活動推進計画」
期間の課題や情勢の変化等を検証し
た上で作成しており、ご指摘のよう
な相関データ等による分析は行って
おりません。 

なお、子どもの読書活動と学力の
相関等については、国において、全
国学力・学習状況調査等の結果を活
用し、分析されています。 

2 全体 読書とは、書籍による読書の
ことか。Kindle（電子書籍リー
ダー）などの利用は異なるか。
異なるのであれば、その理由や
媒体としての本と電子データと
の違いを教えてほしい。 

ご意見を踏まえ、本計画における
「読書」の対象を 14ページに記載し
ました。 

［追記注釈］ 

電子書籍等の情報通信技術を活用
した読書も含む。 

3 第１章 Ⅱ 

１．主な成果 

（7ページ） 

 「新生児等」よりも「乳児
等」のほうがより実態に近いの
ではないか。 

出典元の表記である「新生児」に
合わせています。 

出典元には、3歳児が対象の自治体
がある旨の注釈がありますので、本
計画では「新生児等」としておりま
す。 

4 第１章 Ⅱ 

２．主な課題 

（11ページ） 

読書をする児童生徒の割合が
減少しているとある。読書習慣
の定着とは、必ずしも物理的な
本に頼る必要はない。 

読書には項目 2のとおり必ずしも
物理的な本に限ってはいませんが、
項目 5のとおり電子書籍等を積極的
に活用する環境にはないため、当該
指標を使い分析を行っております。 

5 第１章 Ⅱ 

２．主な課題 

（11ページ） 

読書習慣の定着については、
子どもの傾向として、スマート
フォンに慣れ親しんでいるが、
「ノーゲーム」「ノーテレビ」
といった禁止ではなく、スマー
トフォンによる積極的な活用に
よる読書習慣の確立は検討でき
ないか。 

 今後の施策検討の参考とさせてい
ただきます。 

スマートフォンの利用と読書の関
係について、効果や影響などの分析
ができてないため、読書習慣の確立
に向けて、スマートフォンを積極的
に活用する状況ではありません。 

 国が策定した第四次「子供の読書
活動の推進に関する基本的な計画」



№ 項目 ご意見の要旨 ご意見に対する県の考え方 

において、「情報環境の変化が子供の
読書環境に与える影響に関する実態
把握・分析を行う」とされています
ので、国の動向や電子書籍の普及状
況等を踏まえて、研究してまいりま
す。 

6 第１章 Ⅲ  

５．子どもの発達

段階ごとの目

指す方向性 

（15ページ） 

高校生における目指す方向性
のところに「文章読解力」とあ
るが、読解しなければならない
のは文章だけではないのではな
いか。例えばグラフ・写真・図
等も含めた読解力が求められて
いるのでは。 

ご意見を踏まえ、「読解力」に修正
しました。 

7 第２章 Ⅰ 

１．家庭の役割 

（18ページ） 

親子読書の問題について、読
み聞かせ講習で教えてくれる人
の考えによって、一辺倒なやり
方しか教えられないと、そのや
り方でやっていない親は「自分
の読み聞かせはダメなんだ」と
自責の念にかられる可能性があ
る。「好きな読み方で読むのが
一番です」のような記載がある
と良いと思います。 

今後計画を実施するに当たって参
考とさせていただきます。 

8 第２章 Ⅰ 

１．家庭の役割 

（19ページ） 

「ノーゲーム」「ノーテレ
ビ」運動とある。今の子どもた
ちを取り巻く社会環境の変化を
考えれば、既にこの用語は古
い。 

読書におけるメディアの活用につ
いては、項目 5のとおりです。 

本計画では、ゲームやテレビの時
間を制限して、その時間を読書に有
効利用してもらう趣旨で記載してお
ります。 

ご意見を踏まえ、「ノーメディア
（アウトメディア）」「ノーテレビ」
という用語に修正し、注釈も次のと
おり修正しました。 

［修正前］ 

 その日はテレビ及びゲームを見
ない、しないという取組。見な
い、しないことで空いた時間を、
読書や趣味、家族との団らんの時
間に有効活用しようというのが狙
い。 

［修正後］ 

 電子メディアとの付き合い方を
見直し、望ましい生活習慣を身に
付けるための取組。テレビやゲー
ムを見ない、しないことで空いた
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時間を、読書の時間に有効活用し
ようというのが狙い。 

9 第２章 Ⅰ 

数値目標 

（20ページ） 

【児童書の団体貸出冊数】 

児童書の貸出数がある。親が
知らない物語を子どもと共有で
きる面から有用と考えるが、現
状どのような本があるかを親が
知らないということが考えられ
るので、そのあたりの啓発が必
要と考えられる。 

今後の施策検討の参考とさせてい
ただきます。 

18ページに記載しているとおり、
子どもの発達段階に応じた本選びが
できるよう「おすすめしたこどもの
ほん」等の図書リストを作成してい
ます。引き続き、こうした図書リス
トの情報提供を行い、保護者への啓
発に努めてまいります。 

10 第２章 Ⅱ 

１．図書館 

(1)図書館の役割 

（21ページ） 

図書館が地域の交流の場とし
ても多彩な利用が出来るように
なると良いと思います。（図書
館とカフェ・売店の併設、読み
聞かせにこだわらないイベント
など） 

今後の施策検討の参考とさせてい
ただきます。 

11 第２章 Ⅱ 

１．図書館 

(2)県の取組 

（22ページ） 

【司書の配置・研修】 

「子ども読書」の視点を明確
にした表現が必要ではないか。 

「県外で」の表現は必要か。 

ご意見を踏まえ、次のとおり修正
しました。 

なお、「県外で」の表現について
は、このまま残します。県内での研
修を受講し研鑽に努めることだけで
なく、県外の専門的な研修の受講
や、先進的な事例等の情報収集を通
して、受講成果を市町村図書館の職
員に還元したいと考えております。 

［修正前］ 

○県立図書館の司書の適正な配置に
努めます。 

［修正後］ 

○子ども読書活動の推進における重
要な役割を担う司書について、県
立図書館での適正な配置に努めま
す。 

 

［修正前］ 

○市町村図書館に対し、司書及び司
書補の積極的な配置を促します。 

［修正後］ 

○市町村図書館に対し、子ども読書
に関する専門的なサービスを実施
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するために必要な司書及び司書補
の積極的な配置を促します。 

 

［修正前］ 

○県立図書館は、図書館に関する情
報を収集し司書の専門知識を高め
るために、県外で開催される研修
等を受講し、研鑽に努めます。 

［修正後］ 

○県立図書館は、子ども読書推進に
必要な図書館に関する情報を収集
し司書の専門知識を高めるため
に、県外で開催される研修等を受
講し、研鑽に努めます。 

12 第２章 Ⅱ 

２．子どもが集ま

る場 

(1)子どもが集まる

場の役割 

（23ページ） 

体育施設等にもキッズコーナ
ーが設置してあり、乳児が母親
と遊んだり、母親が絵本を読む
光景が見られる。施設職員にも
読書ボランティアになってもら
って、体育と共に盛り上げてい
くべき。 

「子どもが集まる場の役割」や
「読書ボランティア等への支援」に
ついて、23～25ページ記載しており
ます。 

施設職員が読書ボランテイアとし
て活動されるかどうかは施設の判断
によります。読書ボランティアとし
て活動したい人に向けた研修機会の
提供に引き続き努めてまいります。 

13 第２章 Ⅱ 

２．子どもが集ま

る場 

(1)子どもが集まる

場の役割 

（23ページ） 

当公民館等施設では「子ども
文庫」の活動を継続して行って
いますが図書の整備は進んでい
ないのが現状です。 

身近な読書活動を行う施設と
して、図書の整備を進めたり、
事業内容を工夫していきたいと
思います。 

今後計画を実施するに当たって参
考とさせていただきます。 

14 第２章 Ⅱ 

３．読書ボランテ

ィア等 

(1)読書ボランティ

アの役割 

（24ページ） 

小学校の図書ボランティアを
数年続けた経験では、司書の先
生だけでは、図書館は機能しな
い。図書館に限らず、地域ボラ
ンティアが学校のお手伝いをす
るのは当然というような風土に
なってほしい。 

国や県、市町村では、「社会に開か
れた教育課程」の実現に向け、幅広
い地域住民等の参画を得て、地域全
体で子どもたちの学びや成長を支え
る「地域学校協働活動」を推進して
おります。 

読み聞かせ活動等への地域住民の
参画については、36ページに記載し
ております。 
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15 第２章 Ⅲ Ⅳ 

全体 

子どもを本（自発的な読書）
へ誘うものとして、幼稚園・保
育所や学校での読み聞かせは重
要です。幼稚園・保育所や学校
司書の研修は具体的な内容に
し、より良い読書へ導ける研修
になることを希望します。 

今後計画を実施するに当たって参
考とさせていただきます。 

16 第２章 Ⅳ 

全体 

この計画が推進されていけ
ば、確かな学力を付け生きる力
を育てる手立てになると期待し
ています。 

学校図書館の役割に示されて
いる通り、学習センター、情報
センターの役割はまだまだだと
思います。その役割を機能させ
るために学校司書等も更に研修
していかねばなりません。 

それに加え、全教員の意識を
高めるための研修が必須と考え
ます。県内の全校に司書が配置
されて 10年になりますが、未
だに図書館活用に関心の低い人
がかなりおられます。低学年か
ら系統立てて積み重ねていく必
要があるはずですが、全校で取
り組まなければ積み重なりませ
ん。結果、なかなか子どもたち
に力が付いていかないように感
じています。もちろん司書教諭
や司書からの働きかけは重要で
すが、それに反応してほしいで
す。 

今後計画を実施するに当たって参
考とさせていただきます。 

17 第２章 Ⅳ 

１．学校（学校図

書館）の役割 

（28ページ） 

「校長のリーダーシップの
下、全ての教員が「学校図書館
活用教育」を理解し、学校全体
で取り組むことによって、児童
生徒に豊かな人間性や情報を活
用する力が育まれる」とある通
りだと思います。 

 

 

 

 

 

今後計画を実施するに当たって参
考とさせていただきます。 
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18 第２章 Ⅳ 

２．学校（学校図

書館）におけ

る取組の推進 

(1)読書活動の推進 

（29ページ） 

小学校以降は「読み聞かせ」
や「ひとり読み」だけでなく、
『読み聞かせは魔法』（吉田新
一郎：著）の中にあるような
「対話読み聞かせ」「考え聞か
せ」「いっしょ読み」を、学校
司書や担任と共に進めていける
とよいと思います。 

本の読み方がわからないから
読書が嫌いな子、小説は嫌いだ
けど図鑑なら好きな子など、多
様なニーズを受け止める事で、
本離れ回避の道につながると思
います。 

今後計画を実施するに当たって参
考とさせていただきます。 

ご意見を踏まえ、次のとおり修正
しました。 

［修正前］ 

○児童生徒が生涯にわたる読書習慣
を身に付け、読書の幅を広げ読書
の質が向上するように、児童生徒
が様々な本に触れる機会を充実さ
せることが望まれます。 

［修正後］ 

○児童生徒が読書の楽しさに気づ
き、生涯にわたる読書習慣を身に
付け、読書の幅を広げ読書の質が
向上するように、児童生徒が様々
な本に触れる機会を充実させるこ
とが望まれます。 

 

［修正前］ 

・市町村図書館や読書ボランティア
との連携による読み聞かせやスト
ーリーテリング、ブックトーク等
多様な読書活動の実施 

［修正後］ 

・司書教諭や学校司書が中心とな
り、市町村図書館や読書ボランテ
ィアと連携して行う読み聞かせや
ストーリーテリング、ブックトー
ク等多様な読書活動の実施 

19 第２章 Ⅳ 

２．学校（学校図

書館）におけ

る取組の推進 

(4)資料や施設の整

備・充実 

（30ページ） 

漫画でも文化や歴史、科学や
医学などに興味を持つきっかけ
になりうるものがたくさんあり
ます。 

漫画なら読める、と言う子ど
もや大人に向けて、漫画の蔵書
も増やしていくことで、図書館
の利用が促進されると思いま
す。 

 

 

 

今後の施策検討の参考とさせてい
ただきます。 
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20 第２章 Ⅳ 

２．学校（学校図

書館）におけ

る取組の推進 

(4)資料や施設整

備・充実 

３．県の取組 

(3)資料や施設の整

備・充実 

（30、32ページ） 

「蔵書不足は公共図書館から
の借り入れ」「新聞配備」につ
いて書かれていますが、蔵書に
ついては、公共図書館からの借
り入れで補えるものではありま
せん。ある程度の蔵書数は必要
です。 

また新聞も、小規模校では予
算的に購入が難しいのが現状で
す。 

その結果、同じ市内の学校で
「学校図書館格差」が生まれて
います。県内で考えても同様だ
と思います。これは、各市町村
へ求めることだけでは解消され
ないのではないでしょうか。 

学校図書館図書の整備及び学校図
書館への新聞配備について、各市町
村に地方交付税措置されています。 

こうした財源を活用し、資料の整
備・充実が図られるよう、市町村に
働きかけてまいります。 

21 第２章 Ⅳ 

３．県の取組 

(2)学校図書館への

人材配置・研修

の推進 

（31～32ページ） 

現状司書の賃金は妥当か。い
わゆる常勤講師や教員並みの給
与体系で雇用することはできな
いか。特に、探究的な学習の充
実を行うのであれば、金銭的報
酬は上げるべきであると考える
が、費用的な負担を検討してい
るか。 

今後の施策検討の参考とさせてい
ただきます。 

小中学校等における学校司書等は
市町村が配置しており、待遇面や給
与面の対応は市町村の判断によりま
す。 

県立学校における学校司書等は、
県で雇用していますが、他の職種と
のバランス等を考慮し、賃金を設定
しています。今後も状況等を踏まえ
て、適正な水準の維持に努めてまい
ります。 

なお、現在、学校司書は 12学級以
上の高等学校に定数措置されていま
すが、小中学校及び 12学級未満の高
等学校、特別支援学校にも定数で措
置されるよう、毎年、国に要望して
いるところです。 

22 第２章 Ⅳ 

３．県の取組 

(2)学校図書館への

人材配置・研修

の推進 

（31～32ページ） 

学校司書等の配置の継続と研
修の実施が明示されていること
に、大変心強さを感じました。
「子ども読書県しまね」の取り
組みも１１年目を迎えました。
この間に、学校図書館の認知度
はぐんと向上したと思います。
しかし、学校司書（＝学校図書
館の様々な機能を下支えする存
在）として、まだまだ研修を重
ねていく必要があるとも感じて
おります。これからも、より質
の高いサービスの提供をめざし
て努力していきたいと思ってい

今後計画を実施するに当たって参
考とさせていただきます。 
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ます。学校司書の配置・研修に
ついての支援をよろしくお願い
します。 

23 第２章 Ⅳ 

３．県の取組 

(2)学校図書館への

人材配置・研修

の推進 

（32ページ） 

「(2)学校図書館への人材配
置・研修の推進」の中で、「全
ての教員が学校図書館の機能を
有効に活用する能力を身に付け
ることができるよう研修を実施
します」と述べられており、と
てもすばらしいと思います。
市・町単位での研修の実施につ
いても、ぜひ奨励していただけ
たらと思います。 

今後計画を実施するに当たって参
考とさせていただきます。 

24 第２章 Ⅳ 

３．県の取組 

(3)資料や施設の整

備・充実 

（33ページ） 

学校間、公共図書館と学校を
繋ぐ物流のネットワークができ
ることを望みます。公共図書館
に出向くことも必要ですが、物
流ができれば業務の軽減になり
ます。 

今後計画を実施するに当たって参
考とさせていただきます。 

25 第２章 Ⅳ 

数値目標 

（34ページ） 

【学校図書館を活用した各学年
１クラスあたりの授業実施時間
数】 

学校図書館を利用した各学年
１クラスあたりの授業実施時数
の数値目標が 2017年度から
2023年度にかけて、かなり増
加している。学校司書等の本来
業務に差し障りが生じるのでは
ないか。非正規職員の場合、な
おさらオーバーワークになるの
ではないかと心配している。 

今後の施策検討の参考とさせてい
ただきます。 

学習指導要領に学校図書館の活用
が盛り込まれ、学校図書館の果たす
役割は大きくなっているところで
す。 

学校司書等がオーバーワークとな
らないよう、学校全体で図書館を運
営する意識を高める研修や、教員が
図書館を効果的に活用するための研
修等を行い、学校図書館の活用を支
援してまいります。 

なお、学校図書館を利用した授業
の補助についても、学校司書等の本
来業務です。 

26 第２章 Ⅴ 

３．普及啓発活動

の推進 

（36ページ） 

動画で「大人」向けに図書館
の活用法、子どもとの関わり方
を年代別に教示できるような動
画があれば有効であると考え
る。また、「子ども」向けにい
ろいろな本のあらすじをまとめ
た紹介動画のようなものがあれ
ば、子どもたちがそのなかから
興味のある本を探して自分で読

今後の施策検討の参考とさせてい
ただきます。 



№ 項目 ご意見の要旨 ご意見に対する県の考え方 

んでみようということにつなが
ると考える。 

27 第２章 Ⅴ 

３．普及啓発活動

の推進 

（36ページ） 

「３．普及啓発活動の推進」
の次に、新たに「４．『子ども
読書の日』の趣旨、意義の徹
底」の項目を加えて、学校はも
ちろん、公民館、図書館、保育
所、幼稚園等において、積極的
に啓発事業を展開するように、
記述すべきと思いました。 

今後計画を実施するに当たって参
考とさせていただきます。 

ご意見いただきました取組につい
ては、「３．普及啓発活動の推進」の
１つ目及び４つ目の「○」に記載し
ております。 

28 第２章 Ⅴ 

数値目標 

（37ページ） 

【市町村子ども読書活動推進計
画の策定率】 

法律施行からかなりの歳月が
経過している現段階で、未だ未
策定の自治体があることは、理
解に苦しみます。策定率は
90％ではなくて 100％を目指す
べきではないでしょうか？ 

全ての市町村において計画策定が
進むよう働きかけを行いますが、次
の状況等を踏まえ、目標値を 90%に設
定しております。 

・国の計画において、市にあっては 
100％、町村にあっては 70％以上が
目標となっていること 

・県内市町村における計画の策定率
の現状は 58%であること（2017年
度末） 

・公立の図書館を設置していない町
村があること 

29 第２章 Ⅴ 

数値目標 

（37ページ） 

【「子ども読書の日」に関連し

て読書啓発活動に取り組んだ公

共図書館の割合】 

公共図書館に限定せず、学
校、保育所、公民館等での取り
組みを推奨するような、仕組み
が必要だと思いました。 

・取り組んだ公共図書館の割合 

・取り組んだ学校等の割合 

・取り組んだ保育所等の割合 

・取り組んだ公民館等の割合         

今後計画を実施するに当たって参
考とさせていただきます。 

項目 19と同様に、「子ども読書の
日」の取組については、公共図書館
に限定せずに、学校図書館等にも趣
旨等の周知及び優良事例の紹介を行
いますが、まずは全ての公共図書館
で取り組まれることを目標にしたい
と考えております。 

30 その他 文化活動に対する予算が削減さ
れがちですが、文化に関わる職
業への予算の増加や読み聞かせ
ボランティア団体への助成をす
るなど、文化活動を活発化させ
る事は県民の質や生きる意欲を
向上させます。 

今後の施策検討の参考とさせてい
ただきます。 

 ※その他、字句の修正についてのご意見は全て反映しました 


